
健康･子育て

142022. ８https://www.town.yoshioka.gunma.jp/

問い合わせ先 ☎２６-２２４８（直通）健康子育て課 子育て支援室

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金
（ひとり親世帯分・ひとり親世帯以外分）

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、食費などの物価高騰に直面する低所得の子育て
世帯に対し、特別給付金を支給します。

▶対　象　児童扶養手当の支給要件に該当して
いる子どもを監護などしている人であって、次のい
ずれかに該当する人
①令和４年４月分の児童扶養手当の支給を受けて
いる人（申請不要）。
②公的年金などを受給していることにより、令和
４年４月分の児童扶養手当の支給を受けていない
人（申請が必要）。
※「公的年金など」には、遺族年金、障害年金、老
齢年金、労災年金、遺族補償などが該当します。
③令和２年（令和３年度）の収入が、児童扶養手
当の所得制限限度額を上回っていたため、令和４
年４月分の児童扶養手当は受給していないが、新
型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急
変するなど、収入が児童扶養手当受給者と同じ水
準となっている人（申請が必要）。
▶給付額　児童1人当たり一律５万円
※「ひとり親世帯以外分」をすでに受けている場合
は、本給付金の支給は受けられません。
※申請不要の人については、令和４年６月24日に
児童扶養手当受給口座へ振り込み済みです。
▶申請に必要なもの
□申請書　□添付書類
□本人確認書類（運転免許証など）
□通帳など（振込先がわかるもの）
※必要書類は申請書に記載されています。
※詳しくはお問い合わせください。

▶対　象　次の養育要件①～⑤のいずれかに該当し、かつ所得要件ア・イの
いずれかに該当する人

　①～④に該当し、かつアに該当する人は申請不要です。それ以外の人（高校
生のみ養育している人や、収入が急変した人、②④以外の公務員の人など）は
申請が必要です。
※「ひとり親世帯分」をすでに受けている場合は、本給付金の支給は受けられ
ません。
▶給付額　児童1人当たり一律５万円
▶申請に必要なもの
□申請書　□添付書類
※必要書類は申請書に記載されています。
※養育要件①③の公務員の人は申請書に所属庁の証明を受けてください。
※所得要件イで申請する人は、収入（所得）申立書に本人と配偶者の令和４年１
月以降の収入（給与、事業、不動産、年金）がわかるものを添付してください。
□本人確認書類（運転免許証など）　□通帳など（振込先がわかるもの）
※詳しくはお問い合わせください。

▶申請方法
　申請書および必要書類を窓口へ持参か郵送により提出してください。
※申請書は窓口で受け取るか、町ホームページからダウンロードできます。
※住民税の課税状況について、電話でお答えすることはできません。本人確認書類をお持ちの上、税務室でご確認ください。
▶申請期限　令和５年２月28日㊋

ひとり親世帯分 ひとり親世帯以外分

ひとり親分、ひとり親以外分共通事項

わが家の愛ドルを募集しています
広報よしおか裏面「わが家の愛ドル」のコーナーでわが子を紹介してみませんか？
２歳以下のお子さんを募集中です。
郵送またはメールで受け付けています。
詳しくは、町ホームページをご覧ください。

▶問い合わせ先
企画財政課 企画室　☎26-2241（直通）

①令和４年４月分の児童手当を受けた人

②令和４年４月分の特別児童手当を受けた人

③令和４年５月分～令和５年３月分の児童手当の新規認定や手当額増額
の認定を受けた人

④令和４年４月分～令和５年３月分の特別児童扶養手当の新規認定や手
当額増額の認定を受けた人

⑤①～④以外で、令和４年３月３１日時点で平成１6年４月２日～平成１9年４
月１日生まれの児童を養育している人（高校生のみ養育している人など）

養育要件

ア. 令和４年度分の住民税均等割が非課税の人

イ. 新型コロナウイルス感染症の影響により、令和４年１月以降の家計が
急変し、住民税均等割が非課税相当の収入となった人

所得条件
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２
２
４
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特
別
児
童
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養
手
当
と
は

提 出 期 間
開庁時間に
限る

児扶：８月１日㊊～19日㊎
※窓口の混雑を避けるため、なるべく
駒寄地区の人は奇数日、明治地区の
人は偶数日に来てください。
特児：８月12日㊎～22日㊊

提 出 す る
も　の

①児扶：現況届
　特児：所得状況届
②手当証書
③その他必要に応じた書類

●
児
童
が
児
童
福
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施
設
な
ど

に
入
所
し
て
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る
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的
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受
け
て
い
る
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特
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さ
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。
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扶
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⑧
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た

⑨
父
・
母
と
も
に
不
明
で
あ
る（
孤

児
な
ど
）

子ども
3人目以降の
加算額

（１人当たり）

子ども
2人目加算額

子どもが
1人の場合

全部支給
6,100円
一部支給
6,090円～
　3,050円

全部支給
10,170円
一部支給
10,160円～
　　5,090円

全部支給
43,070円
一部支給
43,060～
　10,160円

（ ）




